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鉄
道
北
線
存
続
の
た
め
に
は
上
下
分

離
方
式
が
有
効
だ
と
思
う
が
、
協
議
検
討

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

上
下
分
離
の
メ
リ
ッ
ト
は
承
知
し
て

い
る
。
新
た
な
経
営
体
制
と
な
っ
て
、
い
っ

た
ん
保
留
に
な
っ
て
い
る
が
、
島
鉄
は
、

今
ま
で
以
上
に
北
線
存
続
へ
の
強
い
意
志

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
注
視
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

現
在
イ
オ
ン
と
島
鉄
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
分
断
し
て
い
る
市
道
を
島
鉄
敷
地
内

で
迂
回
さ
せ
て
一
体
化
で
き
な
い
か
。
交

通
事
業
は
一
企
業
の
問
題
で
は
な
く
公
共

の
も
の
と
い
う
考
え
方
で
。

　
　

今
回
島
鉄
社
長
と
九
州
イ
オ
ン
の
責

任
者
か
ら
、
あ
の
地
域
の
再
開
発
の
意
思

を
確
認
し
た
。
地
元
か
ら
の
要
望
に
も
沿

う
も
の
な
の
で
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
道

路
付
け
替
え
は
可
能
、
協
力
し
た
い
と
答

え
た
。

　
　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
合
併
特
例

債
は
使
え
な
い
か
。

　
　

庁
舎
建
設
で
、
特
例
債
よ
り
有
利
な

起
債
が
出
来
た
の
で
、
市
実
質
負
担
を

10
億
円
ほ
ど
削
減
で
き
た
。
特
例
債
枠
は

ま
だ
あ
る
が
、
合
併
時
の
計
画
に
無
か
っ

た
の
で
、
現
計
画
の
ま
ま
で
は
特
例
債
の

活
用
は
難
し
い
。

　
　

商
業
施
設
に
投
票
所
な
ど
公
共
機
能

を
持
た
せ
る
事
例
も
あ
る
が
、
懸
案
の
文

化
会
館
を
新
イ
オ
ン
の
三
階
に
載
せ
る
こ

と
は
可
能
か
。
特
例
債
も
使
え
る
と
思
う

が
。

　
　

個
別
に
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
公
共
性

が
あ
っ
た
方
が
行
政
と
し
て
は
、
例
え
ば

道
路
の
付
け
替
え
な
ど
、
応
援
し
や
す
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
み
ん
な
で
『
ま
ち
づ
く
り
』
を
考
え
よ

　

う
。（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
）
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前
浜
ク
リ
ー
ン
館
の
当
初
計
画
処
理

数
量
と
処
理
量
の
実
績
は
。

　
　

処
理
数
量
は
整
備
規
模
が
１
ヶ
月
換

算
４
３
２
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
平

成
29
年
度
の
月
平
均
処
理
数
量
の
実
績
は

４
３
９
８
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

　
　

実
績
が
計
画
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

施
設
は
大
丈
夫
か
。

　
　

実
際
の
処
理
能
力
は
１
・
３
倍
あ
る
の

で
大
丈
夫
で
あ
る
。

　
　

実
績
が
計
画
よ
り
多
い
原
因
は
。

　
　

し
尿
汲
み
取
り
か
ら
水
洗
に
変
わ
っ

た
の
で
搬
入
量
が
増
加
し
た
こ
と
。
ま
た
、

人
口
減
少
が
推
計
値
よ
り
緩
や
か
な
た
め

で
あ
る
。

　
　

投
入
管
理
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　

他
市
の
分
は
入
っ
て
き
て
い
な
い
。

問
題
な
い
。

　
　

合
計
特
殊
出
生
率
は
上
昇
し
た
が
、
実

際
の
出
生
数
は
下
が
っ
て
い
る
年
も
あ
る
。

と
こ
と
ん
子
育
て
政
策
と
し
て
、
４
０
０

人
を
維
持
す
る
と
い
う
目
標
は
ど
う
か
。　
　

　
　

出
生
数
が
重
要
な
の
で
、
４
０
０
人

に
達
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
い
。

　
　

小
・
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
方
針
を
立
て
て
い
る
か
。

　
　

今
後
の
人
口
減
よ
る
税
収
減
か
ら
学

校
施
設
の
維
持
管
理
が
難
し
く
な
る
こ
と
、

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
校
舎
が
過

剰
に
な
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
統
合
や

小
中
一
貫
校
に
よ
る
再
編
を
考
え
て
い
る
。

　
　

再
編
時
期
は
何
年
度
と
い
う
基
準
か
、

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
が
基
準
か
。

　
　

四
小
、
一
小
及
び
三
小
以
外
の
校
舎

は
10
年
、
20
年
の
範
囲
で
耐
用
年
数
を
迎

え
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
出
生
数
に
伴
う

児
童
・
生
徒
数
の
変
化
の
両
方
を
勘
案
し

て
再
編
時
期
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

校
区
割
り
に
つ
い
て
も
検
討
は
し
た

方
が
よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

校
区
割
り
は
検
討
す
る
が
、
旧
町
村

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
大
事
に
し
た
い
。
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　問
「
交
通
ま
ち
づ
く
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」
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鉄
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イ
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バ
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ミ
ナ
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